
NO.

■１　住宅等におけるエネルギーの効率的な利用に資する技術開発

□２　住宅等に係る省資源、廃棄物削減に資する技術開発

□３　住宅等の安全性の向上性に資する技術開発

■技術開発の概要

①枠組壁工法大スパン対応構造システム

②構造体にエコスクールに必要な性能を一体的に組み込むシステム

③合理的な標準モデュールによる省スペース、省資源、省力化

④システムに組み込む環境性能装置

（継続課題）
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背景・目的
小径の規格木材を用いて加工部材化し，大スパン空間を可能とする信頼性・経済性の高
い枠組壁工法による構造システムをベースに，環境調整エコシステムを組み込んだシス
テムズビルドによる標準システム技術を確立する。

・本技術開発では枠組壁工法躯体システムを
ベースに、様々な環境性能装置を組み込んだ
システムを開発する。これらは教室と外部の
境界となる構造体周囲六面の一定範囲「ペリ
メーターゾーン」を構成する。これらのサブ
システムは，「光」「熱」「風」「音」の環
境性能に加え，防耐火性能と学校家具を組み
込んだ標準システムとなる。

・枠組壁工法大スパン対応構造システム
については，昨年度，つくば市の国総研
で行われた木造三階建て学校の燃焼実験
棟において，トラス床システムを用いて
設計し，実大施工を行い，施設系建築の
実用技術である事を公開した。特に同時
に行われた遮音性能確認において優れた
性能を有しているとされた。

・システムに組み込む環境性能は，光環境（ライトシェルフ、
ルーバー、光ダクト、北面採光等）、風環境（床下通気、
ウォールスルー、高所窓、ナイトパージなど）の自然エネル
ギーのパッシブ利用を中心に，今年度構造システムへの組込み
を検討し，試作実験，効果検証を行う。これらパッシブ利用技
術は，災害時にエネルギー供給が途絶えた場合でも，外部環境
に対して一定の居住環境を確保するものとなる。

・わが国建築材料の標準寸法に対して無駄のない910モジュールによる平
面計画プロト化を図る。これは法律与件を満たし，前述の環境装置サブシ
ステムを全て内包可能な，エネルギー効率の高いプロトプランとなってい
る。このことにより材料のロスを最小限のものとし、廃棄物の少量化を計
る。また、学校内の家具ユニットは省スペースとなるだけでなく、将来の
組み替えが可能となることで、トータルのライフサイクルコストの低減を
可能にする。またシステムズビルド化により計画および運営の無駄な時間
と労力，コスト縮減，学校改築の円滑化が図れる。

技術開発
経費の総額
（予定）
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⑤実験による環境性能装置の効果の検証

⑥システムによる計画プロセスと全体イメージ

総評
環境技術を組み込んだ建物の構法開発として意義があり、早期の技術開発を期待する。
そのためにも確実な検証による技術開発の実行が望まれる。

　本技術開発の標準システムは，平面計
画上に環境装置を内包した構造サブシス
テムを組み込む一連のプロセスを手順に
従い踏むことにより、エコスクールの標
準システムが効率良く構築されることと
なり，資源と時間，労力，コストの縮減
に繋がる。

・昨年度，光ダクトの効率確認とペリメータを有する施設の効果計測を行い，設計への反映が得られた。

構造を利用した光ダクト 

■エコスクール設計への反映 
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